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令和元年度牧之原市表彰を受賞された皆さん

（菅山区）赤
あ か

堀
ほ り

浩
こ う

司
じ

さん

交通防災功労

交通指導員として31年間
にわたり、通学時の街頭
指導などに尽力し、児童
の交通事故防止と地域の
交通安全普及に貢献され
ました。

（豊岡区）西
に し

原
は ら

茂
し げ

樹
き

さん

地方自治功労

初代牧之原市長として３
期12年にわたり市政の発
展に尽力し、地方自治の
振興に大きく貢献されま
した。

（静波区）池
い け

田
だ

晴
せ い

二
じ

さん

交通防災功労

交通指導員として17年間
にわたり、通学時の街頭
指導などに尽力し、児童
の交通事故防止と地域の
交通安全普及に貢献され
ました。

（片浜区）大
お お

鐘
が ね

勝
か つ

夫
お

さん

交通防災功労

交通指導員として16年間
にわたり、通学時の街頭
指導などに尽力し、児童
の交通事故防止と地域の
交通安全普及に貢献され
ました。

（落居区）柴
し ば

田
た

満
みつる

さん

交通防災功労

消防団員として22年間に
わたり尽力し、平成 26
年度から６年間は副団長
として市民の生命、財産
の安全確保に貢献されま
した。

（細江区）久
く

保
ぼ

田
た

勝
か つ

次
じ

さん

ボランティア等善行功労

多年にわたり、ほぼ毎日
坂口谷川堤防の草刈りを
行い環境美化活動に尽力
し、美しく潤いのある地
域づくりに貢献されてい
ます。

多年にわたり、シニアク
ラブや活き活きサロンに
おいて舞踊を通し、高齢
者の生きがいと健康づく
りに尽力し、地域福祉の
向上に貢献されています。

６年にわたり、萩間小学
校児童の交通安全活動に
愛犬ジェードとともに尽
力し、次代を担う児童の
安全確保や防犯、健全育
成に貢献されています。

多年にわたり、建国記念
の日奉祝式典の主催者と
して市民の郷土愛の醸成
に尽力するとともに、多
彩な活動で地域振興に大
きく貢献されています。

（細江区）消防ＯＢ 二
は

十
つ

日
か

会
か い

多年にわたり、細江小学
校の植木や垣根の選定お
よび草刈りなどの環境美
化に努め、児童の安心安
全な学校生活に大きく貢
献されています。

感謝状

令和元年台風19号の際、
榛原第一排水機場の不具
合に迅速かつ適切に対処
し、地域住民の被害が最
小限になるよう尽力され
ました。

ボランティア等善行功労ボランティア等善行功労

ボランティア等善行功労ボランティア等善行功労

（細江区）大
お お

石
い し

ユキヱさん（白井区）永
な が

田
た

菊
き く

壽
と し

さん

（波津区）水
み ず

野
の

隆
たかし

さん（細江区）良
ら

知
ち

弘
ひ ろ

志
し

さん

さまざまな分野で多年にわたり活躍され、市の発展に寄与
された個人や団体を表彰する「牧之原市表彰」が 1月６日、
牧之原市新春初顔合わせ会の席上で行われました。
皆さまのご活躍は、市民の模範となるものであり、その献
身的なご努力と普段からのご苦労に対しまして、心から敬
意を表します。

問い合わせ　秘書政策課　森田　☎㉓0052
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「
第
22
回
全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
in
し
ず
お
か
」
が
令
和
元

年
12
月
５
日
と
６
日
の
２
日
間
、

県
内
７
地
域
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
深
め
よ
う
！
農
の
キ
ズ
ナ　

高
め
合
お
う
ふ
じ
の
く
に
か
ら
〜

日
本
の
未
来
の
た
め
に
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
約
２
千
人
の
農
業
者

（
担
い
手
）
が
参
加
し
、
担
い
手

同
士
の
キ
ズ
ナ
を
深
め
ま
し
た
。

牧
之
原
市
を
堪
能

　

５
日
の
夜
に
は
、
志
太
榛
原
地

域
の
情
報
交
換
会
を
焼
津
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
。
そ
の
後
、
市
内

の
ホ
テ
ル
に
移
り
行
わ
れ
た
「
牧

之
原
市
交
流
会
」
で
は
、
参
加
者

と
市
内
の
担
い
手
が
、
農
業
に
つ

い
て
大
い
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

６
日
に
は
、
参
加
者
が
県
内
７

地
域
38
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
現
地

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内

で
も
３
コ
ー
ス
７
カ
所
が
視
察
先

と
な
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
担
い
手
は
、
宿
泊
先
な
ど

と
協
力
し
、
全
国
か
ら
訪
れ
た

参
加
者
を
お
も
て
な
し
す
る
た

め
、
２
年
間
準
備
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
内
の
旬

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
や
呈
茶
な
ど
が
振
る
舞
わ

れ
、参
加
者
は
、牧
之
原
市
の
「
食

と
農
」
を
堪
能
し
ま
し
た
。

①_株式会社大石農園。女性経営者として、魅力的な農業の新しい形を目指
す　②_有限会社山本耕業。米・とうもろこしなどの栽培、パン・お菓子の
加工、直売所「こめ香」の運営で地域農業を活性化　③_なかじま自然薯園。
牧之原台地で静岡在来の自然薯を40年以上栽培　④_農事組合法人さかぐち。
海外輸出に目を向け、大規模茶工場による安心安全なお茶づくりを地域で進
める　⑤_株式会社おやさい。独立自営から法人の立ち上げまで、未経験者
への農業研修などのサポートを行う　⑥_株式会社トマトップ。ブランドト
マト「マキノハニー」を生産し、販路拡大に取り組む

中山委員長（右）と北島副委員長（左）、
市認定農業者協議会の山本会長（中央）

市ホームページＱＲコード

イチゴ ガーベラ トマト

メロン パプリカ

⑦_宿泊先のホテル「静波リゾートスウィングビーチ」では、市内の食材をふんだんに使用した料理が振
る舞われた　⑧_ＪＡハイナン女性部による「望」の呈茶　⑨_市内の担い手による呈茶サービス　⑩_焼津
市で行われた情報交換会で、志太榛原地域のマスコットとともに地場産品をＰＲ

①

②

③

④⑥

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

県内で開催された「全国農業担い手サミット in しずおか」には、全国から多くの参加者が集まりました。
参加者は、市内の農業者や関係者からおもてなしを受け、牧之原市の「食と農」を味わいました。

問い合わせ　農林水産課　榛葉　☎532618

ふろむまきのはら 検索
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生活面サポート

閲覧者が目的の情報にたどり着きやすくなるよう、さ
まざまな検索方法をまとめて配置。
「探しやすさ、使いやすさ」に配慮したコーナーです。

牧之原市ホームページがリニューアル
前回のリニューアルから約８年が経過し、さまざまな課題があった牧之原市ホームページを、
１月27日に全面リニューアルしました。デザインを一新し、知りたい情報にたどり着くため
の導線を分かりやすくすることで「誰もが見やすく、使いやすいサイト」に再構築しました。

問い合わせ　情報交流課　大石　☎㉓0040

特設サイト

市が特に重点的に取り組んでいるものやＰＲしたいも
のについて特設ページを設け、コンテンツを充実させ
ています。

主なリニューアル内容

▲

トップページデザインを一新し、印象的かつシンプ
　ルで見やすいデザインに▲

検索をよりわかりやすい位置に配置するとともに、
　検索機能を強化▲

スマートフォン、タブレット端末への対応▲

臨場感あふれる360度パノラマビュー（準備中）▲

多言語の充実（日本語、英語、中国語、韓国語、
　ポルトガル語）▲

Facebook、LINE、Twitter による記事の共有機能
　を強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

子育て情報（「まきはぐ」など）やイベント情報、市内情
報（ホームページ・Facebook・広報紙など）のリンク集
として、知りたい情報に的確に誘導します。
また、日々のイベント情報から緊急時の防災情報まで、随
時メッセージを発信します。

牧之原市
LINE公式アカウント
（ID : makinohara_city）

２月17日

開設予定

https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/

牧之原市 検索

令和元年７月に京都府京都市伏見区で発生した爆発を伴う火災を受け、同様
の事案の発生を防ぐため、２月１日から、ガソリンを携行缶で購入する場合、
本人確認や使用目的の確認などが義務付けられました。
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ　防災課　加藤　☎㉓0057

ガソリンを携行缶で購入される皆さんへ
２月１日から取り扱いが変わりました

２月１日から、ガソリンの適正な使用を徹底するため、ガソリンスタンド
（セルフ式を含む）においてガソリンを携行缶で購入するときには ､

①本人確認（運転免許証の提示など）

②具体的な使用目的の確認
が消防法で義務付けられました。

事業者の皆さんへ

ガソリンの容器への詰め替え販売を行
う場合には、次の３点が義務付けられ
ています。

①顧客の本人確認

②使用目的の確認

③販売記録の作成

顧客に対し、運転免許証など本人確認

ができる書類の提示を求め、本人確認

を行ってください。

「農業機械器具用の燃料」「発電機用の

燃料」など、具体的な使用目的を確認

してください。

販売日、顧客の氏名、住所、本人確認

の方法、使用目的、販売数量を記入し

て保存してください。

ガソリンの取り扱いについて

▲

ガソリンは、マイナス40度でも気化

　し、小さな火源でも引火して爆発的

　に燃焼する物質です。▲

ガソリンは、消防法令で定められた

　強度・容量の容器に入れてください。▲

セルフ式ガソリンスタンドでは、ガ

　ソリンを自分で容器に入れることは

　できません。▲

ガソリンを不必要に保管することは

　避けてください。

さらに！

ぜひ一度ご覧ください！
サーフィンやマリン

ス

ポーツなど、海に関
す

る情報を掲載。

静岡牧之原茶の歴史のほか、販売店や生産者の情報も掲載。

移住相談の情報や、牧之原市

で「住む」「働く」「育てる」

ためのさまざまな情報を掲載。

さまざまな検索方法で
知りたい情報に
アクセスできます

３つの特設サイト

▲

静岡市消防局消防部予防課　☎054（280）0191▲

静岡市牧之原消防署予防係　☎530119▲

静岡市吉田消防署予防係　　☎321141

詳細についての問い合わせは

こちらにお願いします

▲

携行缶などの容器

　の取扱説明書をよ

　く読み、適正な取

　り扱いをしてくだ

　さい。
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こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

東
名
高
速
道
路
相
良
牧
之
原
Ｉ

Ｃ
北
側
地
区
の
開
発
は
、
第
２
次

牧
之
原
市
総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
輝
く
高
台
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
２
月
、
地
権
者
な
ど

に
よ
っ
て
牧
之
原
市
Ｉ
Ｃ
北
側
土

地
区
画
整
理
準
備
組
合
（
鈴す

ず

木き

芳よ
し

明あ
き

会
長
）
が
設
立
さ
れ
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

準
備
組
合
で
は
、
民
間
事
業
者

の
力
を
活
用
し
た
土
地
区
画
整
理

事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成

30
年
９
月
に
、
事
業
認
可
の
取
得

や
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
に

向
け
た
業
務
な
ど
を
行
う
「
一

括
業
務
代
行
予
定
者
」
を
公
募
し
、

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
を
選

定
し
ま
し
た
。

業
務
協
定
を
締
結

　

準
備
組
合
と
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
、

市
は
ま
ち
づ
く
り
や
土
地
利
用
方

針
の
検
討
を
進
め
、
１
月
31
日
、

市
役
所
榛
原
庁
舎
に
お
い
て
、
三

者
に
よ
る
「（
仮
称
）
牧
之
原
市

Ｉ
Ｃ
北
側
土
地
区
画
整
理
事
業
に

関
す
る
業
務
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

業
務
協
定
は
、
東
名
相
良
牧
之

原
Ｉ
Ｃ
北
側
地
区
（
22
・
６
㌶ 
 
 
 

）

に
お
い
て
、（
仮
称
）
牧
之
原
市

Ｉ
Ｃ
北
側
土
地
区
画
整
理
事
業
を

施
行
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。
▼
準
備
組
合
が
組

合
の
設
立
に
向
け
た
業
務
を
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
に
委
託
す
る
こ
と
▼

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
が
事
業
推
進
の

役
割
を
担
う
こ
と
▼
市
は
準
備
組

合
が
組
合
を
円
滑
に
設
立
で
き
る

よ
う
援
助
す
る
こ
と
―
な
ど
。

　

締
結
式
で
は
、
準
備
組
合
の
鈴

木
会
長
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
の
竹た

け

林ば
や
し

桂け
い

太た

朗ろ
う

執
行
役
員
東
京
本
店
長
、

杉
本
市
長
が
協
定
書
に
調
印
し
ま

し
た
。
準
備
組
合
の
鈴
木
会
長
は

「
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
、
市
と
共
に
、

三
位
一
体
で
取
り
組
み
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
、
大
和
ハ
ウ
ス
工
業

の
竹
林
東
京
本
店
長
は
「
牧
之
原

台
地
に
人
々
が
集
ま
る
産
業
の
拠

点
、
商
業
の
拠
点
、
人
々
が
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
場
を
つ
く
る
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
杉
本
市
長
は業務協定書に調印する鈴木会長

に
よ
る
冷
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

地
域
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ

の
東
北
諸
藩
の
多
く
は
、
年
貢
増

徴
に
加
え
て
、
災
害
用
の
備
蓄
米

も
売
り
払
っ
て
財
政
再
建
を
図
っ

た
た
め
、
農
村
部
の
疲
弊
が
進
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
天
明

３
（
１
７
８
３
）
年
、
東
日
本
を

冷
夏
・
多
雨
と
い
う
異
常
気
象
が

襲
っ
て
大
凶
作
と
な
り
ま
す
。
東

北
地
方
の
農
村
部
は
、
こ
れ
に
対

応
で
き
ず
、
大
飢
饉
へ
と
発
展
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
事
態
は
そ
れ
だ
け
に

　

将
軍
ひ
い
て
は
幕
府
の
た
め
、

「
律
義
」
に
財
政
再
建
に
取
り
組

ん
だ
意
次
。
成
果
は
着
実
に
積
み

重
ね
ら
れ
、
田
沼
の
改
革
は
成
功

に
終
わ
る
か
に
見
え
ま
し
た
。

　

事
実
、
田
沼
時
代
の
幕
府
財
政

を
見
る
と
、
明
和
期
に
一
時
的
な

不
調
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
宝
暦
期

や
安
永
期
は
全
体
的
に
好
調
で
、

特
に
金
の
収
支
は
黒
字
を
計
上
し

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
田
沼

の
改
革
は
、
着
実
に
成
果
を
出
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
意
次
の
晩
年
に
当

た
る
天
明
期
は
、
大
幅
な
赤
字
に

陥
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本

史
上
に
残
る
大
災
害
が
、
意
次
政

権
を
襲
っ
た
か
ら
で
す
。

　

田
沼
時
代
の
終
わ
り
を
告
げ
た

歴
史
的
大
災
害
。
そ
れ
こ
そ
、
江

戸
時
代
最
大
の
飢き

饉き
ん

と
さ
れ
る

「
天
明
の
大
飢
饉
」
で
し
た
。
被

害
を
受
け
た
の
は
、
主
に
東
北
地

方
や
関
東
地
方
の
人
々
で
、
死
者

数
は
約
13
万
人
（
当
時
の
全
国
人

口
は
約
３
千
万
人
）
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

元
々
東
北
地
方
は
、
天
明
期
以

前
か
ら
天
候
不
順
や
「
や
ま
せ
」

意
次
の
落
日

　
　

―
失
墜
の
は
じ
ま
り
―

留
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
年
７

月
８
日
、
浅あ

さ

間ま

山や
ま

が
大
噴
火
し
、

大
量
の
溶
岩
や
火
山
灰
を
噴
出
し

ま
し
た
。
発
生
し
た
火
砕
流
は
近

隣
の
村
々
や
河
川
を
飲
み
込
み
、

火
山
灰
は
関
東
一
円
に
堆
積
し
て
、

作
物
の
不
良
や
水
害
を
起
こ
し
ま

し
た
。
凶
作
に
続
く
こ
れ
ら
の
災

害
に
よ
っ
て
、
関
東
地
方
で
も
被

害
が
拡
大
し
、
北
関
東
を
中
心
に

飢
饉
と
な
り
ま
し
た
。

　

飢
饉
の
影
響
は
、
都
市
部
に
も

広
が
り
ま
し
た
。
米
価
を
は
じ
め

と
す
る
物
価
の
高
騰
で
す
。
こ
れ

に
対
し
、
幕
府
は
困
窮
者
に
米
を

支
給
し
た
り
、
商
人
に
よ
る
米
の

買
い
占
め
、
売
り
惜
し
み
を
禁
止

し
た
り
し
ま
し
た
が
、
効
果
は
限

定
的
で
し
た
。
幕
府
財
政
も
急
激

に
悪
化
し
、
意
次
の
責
任
を
求
め

る
声
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、天
明
４
（
１
７
８
４
）

年
３
月
24
日
、
意
次
の
今
後
を
決

定
付
け
た
大
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
人
材
と
し
て
期
待
し

て
い
た
意お

き

知と
も

（
意
次
の
嫡
男
）
が
、

江
戸
城
内
に
て
、
旗
本
の
佐さ

野の

善ぜ
ん

左ざ

衛え

門も
ん

政ま
さ

言こ
と

に
よ
っ
て
斬
り
付
け

ら
れ
、
非
業
の
死
を
遂
げ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　

事
件
後
ま
も
な
く
、
佐
野
善
左

衛
門
は
切
腹
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
後
継
ぎ
を
失
っ
た
意
次
政
権

の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
、
こ
れ
を

機
に
、
田
沼
政
治
に
対
す
る
不
満

や
批
判
が
爆
発
し
ま
し
た
。

　

佐
野
善
左
衛
門
が
事
件
を
起
こ

し
た
理
由
は
、
良
く
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
主
に
３
つ
の
説
が
唱

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

▼
佐
野
家
の
系
図
や
旗
を
だ
ま
し

取
っ
た
こ
と
、
賄
賂
を
贈
っ
た
の

に
出
世
さ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
こ

と
へ
の
私し

怨え
ん

説
▼
田
沼
親
子
の
政

治
で
人
々
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と

へ
の
公
憤
説
▼
幕
府
の
公
式
発
表

で
あ
る
乱
心
説
―
で
す
。

時代を先取りした稀代の政治家

◆意次ドットコム
http://www.okitsugu.com/

時　期 内　容

令和２年３月 牧之原市ＩＣ北側土地区画整理準
備組合　第３回総会

　　　　12月 県に土地区画整理事業の認可申請

令和３年３月
県による土地区画整理事業の認可

（仮称）牧之原市ＩＣ北側土地区
画整理組合の設立

「
組
合
の
設
立
に
向
け
て
全
力
で

準
備
組
合
を
支
援
し
、
三
者
が
一

致
団
結
し
て
、
ワ
ン
チ
ー
ム
で
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
話
し
ま
し
た
。

新
た
な
拠
点
に
向
け
て

　

Ｉ
Ｃ
北
側
地
区
で
は
、
商
業
施

設
や
産
業
施
設
、
住
宅
地
の
整
備

な
ど
、
複
合
的
な
開
発
を
目
指
し
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
の
締
結
に
よ
り
事
業
は
大

き
く
前
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
全
体
に
効
果
が
及
ぶ
新
た
な
拠

点
、
に
ぎ
わ
い
の
場
の
創
出
に
向

け
て
、
準
備
組
合
や
関
係
企
業
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

土地区画整理組合設立に向けた今後の予定

業務協定を締結した鈴木会長（写真中央）、
竹林東京本店長（左）、杉本市長（右）

ＩＣ北側地区では、新たな拠点、にぎわいの場
の創出に向けてまちづくりを進めていきます。
問い合わせ　新拠点整備室　横山　☎㉓3333

（仮称）牧之原市ＩＣ北側土地区画
整理事業に関する業務協定を締結
（仮称）牧之原市ＩＣ北側土地区画
整理事業に関する業務協定を締結
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防
災
地
域
の
防
災
力
向
上
へ

牧
之
原
市
防
災
指
導
員
を
認
定
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

防
災
課　

吉
田　

☎
（
23
）
０
０
５
６

　

市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
知
識

の
普
及
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、
防
災
指
導

員
を
養
成
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

一
般
コ
ー
ス
（
全
４
回
受
講
）
で
は
、

防
災
気
象
情
報
、
避
難
所
運
営
、
原
子

力
災
害
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
新

た
に
51
人
の
皆
さ
ん
を
防
災
指
導
員
に

認
定
し
ま
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
（
全
５
回
受
講
）

で
は
、災
害
救
護
活
動
、災
害
時
の
ペ
ッ

ト
対
策
、
イ
メ
ー
ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
（
自
主
防

災
組
織
災
害
対
応
訓
練
）
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
防
災
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
だ
き
、
新
た
に
10
人
の
皆
さ
ん
を
防

災
指
導
員
（
マ
ス
タ
ー
）
に
認
定
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
市
内
で
は
一
般
コ
ー
ス
で

２
３
３
人
、
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
で
34
人

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
防
災
指
導
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
今
後
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携

協
力
し
、
自
助
・
共
助
の
面
で
地
域
に

お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
２
年
度
以
降
も
こ
の

講
習
会
を
開
催
し
、
地
域
防
災
対
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
来
て
も
お

か
し
く
な
い
大
地
震
や
、
毎
年
の
よ
う

に
各
地
を
襲
う
台
風
か
ら
自
分
の
身
を

守
る
た
め
に
も
、
防
災
の
知
識
を
深
め

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
認
定
者
（
順
不
同
）

種た
ね

茂も

和か
ず

男お

さ
ん
（
波
津
区
）
小お

田だ

明あ
き

秀ひ
で

さ
ん（
波
津
区
）大お

お

沢さ
わ

稔み
の
る

さ
ん（
大
沢
区
）

畑は
た

昌ま
さ

良よ
し

さ
ん
（
片
浜
区
）
沖お

き

松ま
つ

五ご

郎ろ
う

さ

ん（
菅
山
区
）髙た

か

塚つ
か

一か
ず

裕ひ
ろ

さ
ん（
菅
山
区
）

長は

谷せ

川が
わ

明あ
き

広ひ
ろ

さ
ん
（
中
里
区
）
岩い

わ

井い

幸こ
う

治じ

さ
ん
（
新
庄
区
）
鈴す

ず

木き

敏と
し

雄お

さ
ん
（
静

波
区
）
馬ば

場ば

勇い
さ
む

さ
ん
（
坂
部
区
）

受講者の皆さん

　

市
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
地
震
の
発

生
と
大
津
波
警
報
の
発
表
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
自
治
会
の
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
で
の
確
認
事
項

　

訓
練
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
と
避
難
経
路

●
避
難
場
所
ま
で
の
所
要
時
間

●
津
波
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害
危

　

険
箇
所
な
ど

●
夜
間
に
お
け
る
危
険
箇
所

●
懐
中
電
灯
な
ど
の
非
常
持
出
品

●
家
族
の
安
否
確
認
伝
達
方
法　

な
ど

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
緊
急
速
報
メ
ー

ル
送
信
を
行
い
ま
す

　

地
震
発
生
や
津
波
襲
来
を
想
定
し
た

同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
や
情
報
伝

達
訓
練
と
し
て
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急

速
報
メ
ー
ル
の
一
斉
送
信
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

端
末
の
設
定
に
よ
っ
て
は
マ
ナ
ー
モ
ー

ド
設
定
中
で
も
音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
地
震
だ
、
津
波
だ
、
す
ぐ
避
難
！　

〜
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で
も
高
く
〜

牧
之
原
市
地
震
・
津
波
夜
間
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

防
災
課　

吉
田　

☎
（
23
）
０
０
５
６

３月５日　午後７時30分 同報無線で訓練事前広報を放送

３月６日　午後６時30分 同報無線で訓練実施（中止）のお知らせ

午後７時○○分（＊１） 「訓練」地震発生・訓練開始「サイレン吹鳴」

午後７時○○分（＊２）
「訓練」大津波警報
同報無線と緊急速報メール配信で訓練警報発表のお知らせ

午後８時15分ごろ 同報無線で訓練終了のお知らせ

（＊１・２）　地震発生および大津波警報発表の時間は、午後７時～午後７時30分までの間

［地震・津波夜間避難訓練］　　３月６日　午後７時～午後８時15分ごろ

相
談

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
す
か
。

　

市
が
開
設
す
る
公
的
な
相
談
窓
口
で

す
。
資
格
を
持
っ
た
専
門
相
談
員
が
消

費
生
活
相
談
を
受
け
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
日
常
の
中
で
の
困
り
ご

と
な
ど
を
受
け
付
け
る
「
一
般
相
談
」

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
て
く
れ
ま
す

か
。
ま
た
、
最
近
の
相
談
は
ど
の
よ
う

な
傾
向
で
す
か
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
お
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
、
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
法
律
相
談
」

（
弁
護
士
）
と
「
心
配
ご
と
相
談
」（
司

法
書
士
）
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
で
は
、
架
空
請
求
・

不
当
請
求
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
訪

問
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
フ

リ
マ
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
商
材
マ
ル
チ
取

引
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
取
り

消
し
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

諦
め
な
い
で
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
相
談
で
は
、
家
庭
内
、
ご
近
所
、

相
続
・
金
銭
な
ど
の
相
談
が
見
ら
れ
ま

す
。

相
談
に
必
要
な
持
ち
物
は
あ
り
ま
す
か
。

　

商
品
の
購
入
や
契
約
相
談
の
場
合
は

契
約
日
・
商
品
名
・
金
額
・
購
入
先
・

契
約
書
・
領
収
書
・
業
者
の
連
絡
先
な

ど
が
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
教
育
や
消
費
者
啓
発
は
、
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

啓
発
事
業
と
し
て
、「
牧
之
原
市
消
費

者
協
会
」
と
協
力
し
、
地
区
セ
ミ
ナ
ー
・

サ
ロ
ン
・
各
種
団
体
向
け
の
出
前
講
座

や
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
消
費
者
教

育
の
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
に
相
談
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

　

相
談
は
、
電
話
や
来
所
に
よ
り
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、

消
費
生
活
相
談
員
と
一
般
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
来
所
で
き
な

い
相
談
者
に
は
、
消
費
生
活
相
談
員
が

訪
問
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所　

榛
原
庁
舎
北
側　

就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
２
階

開
設
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ　

☎
（
23
）
０
０
８
８

相
談
員
が
解
決
の
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

岡
村　

☎
（
23
）
０
０
８
８

議
会
11
月
26
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
会
期

市
議
会
11
月
定
例
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

源
間　

☎
（
23
）
０
０
５
０

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

元
年
度
第
５
回
目
の
補
正
で
、
５
億

３
１
２
８
万
１
千
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
を
２
１
２
億
９
９
５
４
万
８

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
台
風
19
号

に
よ
り
被
災
し
た
市
道
お
よ
び
農
業
用

施
設
な
ど
の
災
害
復
旧
費
、
放
射
線
防

護
施
設
に
係
る
経
費
な
ど
の
安
全
・
安

心
へ
の
取
り
組
み
、
２
年
６
月
25
日
に

開
催
市
と
な
る
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
係
る
経
費
な
ど

に
つ
い
て
追
加
す
る
と
と
も
に
、
平
成

30
年
度
事
業
に
係
る
生
活
保
護
費
な
ど

の
国
・
県
負
担
金
の
精
算
を
行
い
ま
し

た
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

　
　
　
　
　
　
　

推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
１
人
が
２
年
３
月

31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後

任
の
候
補
者
と
し
て
同
委
員
を
推
薦
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
意
見
を
求
め
、

適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

箇
年
と
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

４
人
の
委
員
の
う
ち
、
寺て

ら

井い

ゆ
み
委

員
が
元
年
12
月
８
日
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
再
任
に
つ
い
て
同
意
を
得
ま

し
た
。
任
期
は
４
箇
年
と
な
り
ま
す
。

牧
之
原
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

元
年
度
か
ら
、
市
営
に
よ
る
換
地
を

伴
わ
な
い
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
元
分
担

金
の
率
を
、
換
地
を
伴
う
ほ
場
整
備
事

業
と
区
分
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
▼
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
▼
牧
之
原
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
▼
牧
之
原
市
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
審
議
会
条
例
の
制
定
▼
牧
之
原
市

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

▼
市
道
路
線
の
廃
止
お
よ
び
認
定
に
つ

い
て
―
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

寺井 ゆみ さん
（波津区）
＊再任
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火点に向けて一斉に放水する団員

■令和２年牧之原市消防団出初め式

　牧之原市消防団出初め式が１月５日に相良中学
校で執り行われ、団員約350人が参加しました。
　式では、多年にわたり勤めた団員や退職する団
員などが表彰された後、伊

い

藤
と う

正
ま さ

哉
や

団長が「消防団
一丸となり、市民の生命と財産を守り、安全と安
心を図るため、より一層精進していくことをお願
いしたい」と訓示しました。
　グラウンドでは、市消防団による小型ポンプ操
法やポンプ車操法が行われ、団員が見学に訪れた
市民らに訓練の成果を披露しました。

地域の安心安全のために

■「よもーね！マキノハラ」 講演会＆おはなし会

誰もが楽しめる「バリアフリー絵本」

参加者と一緒に手遊びをする山本さん

種茂地区長会長の音頭により静岡牧之原茶「望」で乾杯

■令和２年牧之原市新春初顔合わせ会

　牧之原市新春初顔合わせ会が１月６日、うおと
もで開かれ、市内の企業や団体の代表者、教育関
係者ら265人が出席しました。
　会に先立ち、さまざまな分野で多年にわたり活
躍され、市の発展に寄与された個人と団体に、表
彰状が贈られました。
　出席者は、種

た ね

茂
も

和
か ず

男
お

地区長会長の音頭により静
岡牧之原茶「望」で乾杯をした後、お茶や市内菓
子店自慢のお菓子などを味わい、新年のあいさつ
を交わすとともに、抱負を語り合いました。

今年一年さらなる発展を誓う

魅力ある城跡を活用するには

　牧ノ原台地周辺に残る城跡を巡るバス・
ウォーキングイベント「牧之原の城めぐり」
が１月18日に開催され、県内外から36人が参
加しました。
　これは、各地の城跡を巡り、それらをどの
ように整備・活用すべきかを考えようと、本
市と菊川市、島田市が協力して実施したもの
です。参加者は、各城担当の学芸員による最
新の調査成果に基づいた解説を聞きながら、
横地城（菊川市）や諏訪原城（島田市）、勝
間田城、相良城をバスで巡りました。
　今回、定員をはるかに超える参加希望の問
い合わせがあったことから、次年度以降も同
様のイベントの開催を予定しています。

■牧之原の城めぐり

勝間田城跡で学芸員の解説を聞く参加者

　「『よもーね！マキノハラ』講演会～福祉のここ
ろと図書館の可能性～」が１月18日、榛原文化セ
ンターで開催されました。これは、１月14日～２
月２日まで図書館で開催された「みんなのバリア
フリー絵本展」に合わせて開催されたものです。
　前半は、静岡福祉大学図書課長の進

し ん

藤
ど う

令
れ い

子
こ

さん
が静岡福祉大学の取り組みなどを紹介。後半は、
バリアフリー絵本作家の山

や ま

本
も と

敬
け い

子
こ

さんによる布絵
本おはなし会が行われ、参加者は楽しみながらバ
リアフリー絵本について学びました。

■大鐘家のつるし飾り展

　片浜区の国指定重要文化財「大鐘家」で、つる
し飾り展が５月上旬まで開催されています。
　つるし飾りは、子どもの健やかな成長を願い、
桃の節句のひな壇の両側にぬいぐるみをつるす風
習で、別名「桃飾り」とも呼ばれています。
　展示スペースには、愛好家らが制作した100点
以上の作品が展示され、訪れた人たちは、２メー
トルほどの高さからつるされた干支のネズミやコ
イ、ウサギなどの動物や巾着、縁起物をかたどっ
た色鮮やかなつるし飾りを楽しんでいました。

子どもの健やかな成長を願い

さまざまな形の色鮮やかなつるし飾りを楽しむ家族

地元の食材をふんだんに使った給食を試食する来場者

■学校給食週間に伴う学校給食展

　市学校給食センターで１月24日、学校給食展が
開かれ、参加した保護者らは、子どもたちが普段
学校で食べている給食について学びました。
　会場には、食に関するパネルが展示されたほか、
給食の試食、４種の鯖の西京焼きを食べ比べて投
票するコーナーなどがあり、訪れた保護者や地域
住民らでにぎわいました。
　給食の試食をした参加者は「レタスも小松菜も
噛むほど甘みがある。食べ終わった後も口の中が
さっぱりしておいしかった」と話しました。

地域の食材を使った給食を堪能

個人の部で見事「11代目茶ンピオン」に輝いた榛葉大悟さん

■第11回TEA HERO選手権

　第11回TEA HERO選手権が１月18日、市史料
館で開催され、市内の各小学校から予選を勝ち上
がった５年生75人が出場しました。
　この大会は、市の特産品であるお茶をゲーム感
覚で楽しく知ってもらおうとJAハイナン青壮年
部が企画し、毎年開催しているものです。児童ら
は、「普通煎茶・深蒸し煎茶・望・つゆひかり・
香り緑茶」を色や香り、味を当てるなどして競い
合い、個人の部では榛

し ん

葉
ば

大
だ い

悟
ご

さん（川崎小）、団
体の部では牧之原小学校が優勝しました。

第11代「茶
チ ャ

ンピオン」誕生
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Health Information健康ひろば

厳しい寒さが続いていますね。
睡眠と栄養を十分に取り、体調を崩さないように気を付けましょう！

Ｍｅｓｓａｇｅ
お知らせ

３月の子どもの相談・健診・予防接種・講座

＊ 1歳６か月健康診査および３歳児健康診査は、対象年齢に達してから受診してください。

項目 期日 時間 会場 対象 持ち物など 問

母子健康手帳の交付
（妊婦健康相談）

２日、16日、
30日

９：00～11：00 妊婦

妊娠届出書、個人番号カード
または通知カード
都合がつかない人は連絡し
てください

健

９日、23日

赤ちゃん相談 18日 ９：00～10：30 生後２カ月～７カ月未満 母子健康手帳、アンケート 健

７か月児健康相談 ５日 ９：00～９：30 令和元年７月、８月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

１歳児健康相談 24日 ９：00～９：30 平成31年２月、３月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

１歳６か月児健診（満年齢） 13日 13：00～13：30 平成30年７月、８月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

２歳児歯科健診 17日 13：00～13：30 平成30年２月、３月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

２歳６か月児歯科健診 ９日 13：00～13：30 平成29年８月、９月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

３歳児健診（満年齢） 19日 13：00～13：30 平成29年１月、２月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

３歳６か月児歯科相談 27日 ８：30～10：00 平成28年８月、９月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

４歳児歯科相談 27日 ８：30～10：00 平成28年２月、３月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

予防接種説明会 ４日 10:00集合
令和２年１月生まれの子の
保護者

母子健康手帳
出生時の配布資料

健

ＢＣＧ予防接種
11日

13：00～13：30 令和元年９月生まれ
母子健康手帳
予診票、体温計

健
25日

子宮頸がんワクチン
現在は積極的勧奨は差し控えとなって
いますが、定期接種として可能です。

接種を希望する人は、問い
合わせください。

中学１年～高校１年の女子 健

離乳食教室（要予約） 25日 ９:50集合 ４～６カ月児の保護者 母子健康手帳、アンケート 健

家庭児童相談室
月～金曜日

＊祝日は休み
９：00～16：00 18歳未満の子の保護者など 事前に電話連絡 こ

ブックスタート 23日
13：00～13：30

受付
令和元年11月生まれ

母子健康手帳、バスタオル、
参加費：100円（本代）

子榛

さ

相

お
父
さ
ん
に
で
き
る
子
育
て

〜
イ
ク
メ
ン
を
目
指
そ
う
！
〜

　

核
家
族
が
増
え
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
働
い
て
い
る
お
母
さ

ん
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

お
父
さ
ん
は
お
母
さ
ん
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
大
切
な
存
在

で
す
。
そ
こ
で
、
お
父
さ
ん
に

で
き
る
子
育
て
を
紹
介
し
ま
す
。

①
喜
び
の
共
有
を
し
よ
う

　

心
身
共
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
な
子
育
て
は
、
時
に
不
安
や

悩
み
、
イ
ラ
イ
ラ
も
つ
き
も
の

で
す
。
お
母
さ
ん
の
話
を
じ
っ

く
り
聞
き
、
頑
張
り
を
認
め
、

味
方
と
な
れ
る
お
父
さ
ん
の
存

在
は
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
思
い
を
聴
く
、
ね

ぎ
ら
う
、
褒
め
る
こ
と
だ
け
で

も
イ
ク
メ
ン
度
は
グ
ッ
と
上
が

り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
変
化
や

成
長
を
一
緒
に
喜
び
合
え
る
こ

と
も
素
敵
な
時
間
で
す
ね
。

②
家
事
で
役
割
を
持
と
う

　

特
別
な
育
児
を
し
よ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
家
事
を
お
手

伝
い
す
る
こ
と
も
お
母
さ
ん
に

と
っ
て
大
助
か
り
で
す
。
夫
婦

間
で
よ
く
話
し
合
い
、
洗
濯
や

掃
除
、
炊
事
な
ど
で
き
る
こ
と

を
分
担
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
お
風
呂
に
入
れ
よ
う

　

育
児
の
中
で
も
入
浴
は
特
に

力
の
い
る
大
変
な
も
の
で
す
。

お
母
さ
ん
一
人
で
は
負
担
が
大

き
く
、
お
風
呂
こ

そ
お
父
さ
ん
の
活

躍
の
場
で
す
。

④
遊
び
に
連
れ
て
行
こ
う

　

休
日
に
は
お
子
さ
ん
と
ぜ
ひ

外
へ
遊
び
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

体
力
の
あ
る
お
父
さ
ん
と
の
体

を
使
っ
た
遊
び
は
、
お
子
さ
ん

の
運
動
発
達
を
促
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

子
育
て
は
大
変
な
事
も
多
い

で
す
が
、
か
け
が
え
の
な
い
時

間
で
す
。
お
子
さ
ん
は
、
幼
い

な
が
ら
に
夫
婦
間
の
や
り
と
り

や
思
い
や
り
を
し
っ
か
り
見
て

感
じ
て
い
ま
す
。
夫
婦
で
助
け

合
い
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た

体
験
は
お
子
さ
ん
の
心
を
養
い
、

健
や
か
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま

す
。
お
母
さ
ん
を
支
え
思
い
や

り
、
お
子
さ
ん
の
た
め
に
で
き

る
子
育
て
を
、
ぜ

ひ
夫
婦
で
一
緒
に

取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　

保
健
師　

松
髙
紗
奈

３月の大人の健診・相談

ＮＯ．130 

相

相

相

相

さ

相

子相

問い合わせ／健：健康推進課　☎0024　　こ：こどもセンター　☎0083　　子榛：子育て支援センター榛原　☎0174
　　　　　　社：社会福祉協議会　☎3500

会場／さ：健康福祉センターさざんか　　い：相良総合センターい～ら　　相：相良保健センター　　ＢＧ：相良Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　子榛：子育て支援センター榛原（さざんか）　子相：子育て支援センター相良（い～ら）　榛：榛原文化センター

＊榛原総合病院の救急外来につ

　いては、直接問い合わせてく

　ださい。 ☎1131

３月の休日当番医
診療時間　午前９時～午後５時

期日 開業医（榛南西部地区） 開業医（榛南東部地区）

１日 御前崎市家庭医療センターしろわクリニック ☎3211 さかい耳鼻咽喉科医院　　　　　　☎1818

８日 酒井内科医院　　　　　　　　　　☎1100 かわしりこどもクリニック　　　　☎0555

15日 渥美医院　　　　　　　　　　　　☎0583 こどもクリニックおおかわ小児科　☎6789

20日　 廣瀬医院　　　　　　　　　　　　☎0006 三輪クリニック　　　　　　　　　☎7300

22日 藤本クリニック　　　　　　　　　☎1200 玉井整形外科医院　　　　　　　　☎6667

29日 永尾内科循環器科医院　　　　　　☎6611 千内科クリニック　　　　　　　　☎1001

さ

さ

さ

さ

さ

祝

相

さ

静岡こども救急電話相談
子どもが急な病気で心配なとき、看護師や小児科医が電話で
アドバイスします。
毎日午後６時から翌朝８時まで。（年中無休）▲

＃8000……プッシュ回線の固定電話、携帯電話▲

☎054（247）9910……ダイヤル回線の固定電話、IP電話

志太榛原地域救急医療センター

▼所在地　藤枝市瀬戸新屋362－１（静岡県藤枝総合庁舎横）

▼診療時間（年中無休）　午後７時30分～午後10時　
　＊金・土・日曜日は翌日午前７時まで。

▼診療科目　内科（３月の土曜日は午後10時まで）、小児科

▼持ち物　保険証、各受給者証、服用中の薬　 ▼問い合わせ　☎054（644）0099

項目 期日 時間 会場 問い合わせ・申し込み

総合健康相談（心や健康のこと）
もの忘れ相談

３日、17日

９：00～11：00

相良保健センター

予約制　健康推進課　☎0024

10日、24日 さざんか

体組成測定会

３日

10：00～11：00

相良保健センター

予約制　健康推進課　☎0024

10日 さざんか

こころとねむりの相談会 18日
９：00～10：00
10：00～11：00

さざんか 予約制　健康推進課　☎0024

自死遺族面接相談「すみれ相談」

４日

13：00～16：00

静岡県精神保健福祉センター

静岡県精神保健福祉センター　　☎054（6286）9245
18日

中部健康福祉センター
（藤枝市）

自死遺族のつどい
（東部わかちあい　すみれの会）

21日 13：30～15：30 ぬまづ健康福祉プラザ 静岡県精神保健福祉センター　　☎054（6286）9245

ＨＩＶ抗体検査

５日 18：00～19：40
中部健康福祉センター
（藤枝市）

予約制
中部健康福祉センター地域医療課　☎054（644）9273

19日 ９：15～11：00

肝炎ウイルス検査

５日 18：00～19：40
中部健康福祉センター
（藤枝市）

予約制
中部健康福祉センター地域医療課　☎054（644）9273

19日 ９：15～11：00

精神保健福祉総合相談 ３日 13：30～
中部健康福祉センター
（藤枝市）

費用無料、予約制
中部健康福祉センター福祉課　☎054（644）9281

不妊・不育専門電話相談
毎週、

（祝日休み）
10：00～15：00

県総合健康センター
（三島市）

県不妊・不育専門相談センター　☎055（991）2006

＊都合により、休日当番医が変
　更となる場合があります。榛
　原医師会のホームページから
　も情報の確認ができます。
（http://www.haibara-med.or.jp/）

相
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キャンプ大事典

松山　拓也　監修

成美堂出版　刊

ゴロゴロゴロゴロ

あきびんご　作

くもん出版　刊

ノワールをまとう女

神護かずみ　著

講談社　刊

大名倒産　上下

浅田次郎　著

文藝春秋　刊

おしゃれマナーBook
大人になっても
こまらない！シリーズ

井垣　利英　他／監修

ポプラ社　刊

集まれ！まきのはらKIDS Kids

読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

牧之原市への思いなどを待っています。

〒421-0495　静波447番地１　情報交流課

Email:seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp

人のうごき（牧之原市の人口）

ＰＯＰＵＬＡＴＩＯＮ

忘れないで（税の納付期限など）

ＴＡＸ　etc

トップページ（表紙のお話）

ＴＯＰ　ＰＡＧＥ

待っています（広報紙の感想）

ＲＥＡＤＥＲＳ　ＶＯＩＣＥ

坂部保育園で２月３日、豆まき会が行われ

ました。園児が先生のお話や寸劇で節分の

由来やおなかの中の鬼について学んだ後、

３匹の鬼が出現。怖がりながらも何とか鬼

を追い出した園児らは、おなかに福を入れ

るために、お菓子まきをしました。

■人口 45,571人　（前月比－52人）

　（内外国人　2,259人）

　　　　男性　22,646人　女性　22,925人

　　　　出生　 16人　死亡 　59人

　　　　転入　182人　転出　180人

　　　　そのほか　－11人

■世帯数 17,073世帯 （前月比＋23世帯）

令和２年１月31日現在（住民基本台帳人口）

図書館へ行こうよ Library Information

＊「そのほか」とは、転出を取りやめた人

　や、外国人で在留期限が切れたため住民

　票が消除された人などを数えています。

元気なKIDS募集中元気なKIDS募集中元気なKIDS募集中元気なKIDS募集中

４・５・６月号に掲載希望のキッズを受け付けます。

申込時間を守って、電話で申し込んでください。

申込日時　３月２日　午前８時15分～

申込資格　掲載時に市内在住の４歳未満の子ども

申 込 先　情報交流課　☎0040

フェイスブック インスタグラム

子育て世代に
役立つ情報
発信中！

▼▼

市立図書館の新着本

[一般書 ] [児童書 ]

[一般書 ] [ 児童書 ]

[一般書 ]

市立図書館の新着本

ズ

キャンプ道具選びから、テントまわりの設営、
格別キャンプ料理のレシピなど、キャンプラ
イフをもっと楽しくする基本＆便利技を豊富
な写真やイラストで紹介する。

広い海の上を旅してきた雲は疲れてしまい、
山の上でひとやすみ。ぐっすり眠って元気に
なった雲が、お礼に置いて行ったものは…。

企業の炎上鎮火請負人・西澤奈美は、医薬品メー
カーに対するデモを鎮圧すべく市民団体に潜入し
た。そこでリーダーから同志として紹介されたの
は、恋人の雪江で…。第65回江戸川乱歩賞受賞作品。

榛原図書館ではおしゃれマナーBookシリーズを４冊
所蔵しています。『マナーとしぐさ』では、あいさつや
姿勢、気持ちの伝え方などを身に付ければ毎日がもっ
とハッピーになるレッスンブックになっています。

泰平の世に積もりに積もった大借金に嫌気の
さした先代は、縁の薄い末息子に腹を切らせ
て御家幕引きを謀る。そうとは知らぬ若殿に
次々と難題が降りかかり…。（上下本）

ひまわり号巡回日程 ー ３月

１コース／３月３日　　５コース／３月17日

２コース／３月４日　　６コース／３月18日

３コース／３月10日　　７コース／３月24日

４コース／３月11日　　８コース／３月25日

＊運行表は図書館に置いてあります。

図書館からのお知らせ

図書館では、１月から２月にかけて、静

「みんなのバリアフリー絵本展」
を開催しました

▼相良図書館（相良保健センター２階）　☎2649

▼榛原図書館（榛原文化センター２階）　☎0094

開館時間　午前９時～午後５時

　　　　　＊水曜日は午後７時（祝日は午後５時）まで

休 館 日　毎週月曜日（祝日は開館）、年末年始

　　　　　＊休館中は、相良庁舎当直室または榛原文化

　　　　　　センターで本を返却できます。

３月の納期一覧

後期高齢者医療保険料　第８期　３月31日

保育料　３月分　３月31日

市営住宅使用料　３月分　３月31日　

岡福祉大学附属図

書館と共催で絵本

展を開催。色とり

どりの布絵本や点

字絵本などを展示

しました。
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大
おお

石
いし

彩
いろ

葉
は

ちゃん（３歳）
平成29年１月13日生（勝間田）

頑張り屋さんのいーちゃん

みんなを楽しませてくれる

いーちゃん大好きだよ

山
やま

田
だ

琉
り

翔
と

くん（２歳）
平成29年９月14日生（波津）

元気いっぱいでいたずら小僧

の琉翔☆☆これからもきらき

ら笑顔たくさん見せてねっ

加
か

藤
とう

瑛
えい

大
た

くん（１歳）
平成30年11月14日生（細江）

毎日笑わせてくれる瑛大

家族みんな瑛大のことがだー

ーーい好き !大きくなぁれ☆

西
にし

下
した

詩
うた

ちゃん（１歳）
平成30年11月３日生（勝間田）

歩くのが上手になったね

お姉ちゃん達のマネをするの

が大好きなうたちゃんです☆



◆公式フェイスブック「マキコム」

http://www.facebook.com/makicom.makinohara

◆公式フェイスブック「ビタミンらぼ」

http://www.facebook.com/vitamin.makinohara生活情報 ◆携帯メール配信「まきのはらTeaメール」

makinohara-city@raiden2.ktaiwork.jp

　

農
薬
を
使
わ
な
い
、
お
い
し
い
野

菜
を
自
分
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
21
日
　

午
前
９
時
〜

午
前
11
時
30
分

会
場　

カ
タ
シ
ョ
ー
ワ
ン
ラ
ボ

対
象　

野
菜
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

人内
容　

▼
講
義
＝
土
づ
く
り
・
種
の

ま
き
方
・
病
害
虫
の
防
除
の
仕
方
な

ど
▼
実
技
＝
夏
野
菜
（
き
ゅ
う
り
な

ど
）
の
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
・
種
ま
き
・

鉢
あ
げ
・
ぼ
か
し
づ
く
り

講
師

塚つ
か

本も
と

行ゆ
き

博ひ
ろ

氏
（
元
磐
田
農
業

高
校
校
長
、
元
農
林
大
学
校
講
師
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
伝
え
て

申
し
込
む
。

定
員

40
人

参
加
費　

６
０
０
円

持
ち
物　

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
・
汚
れ
て

も
よ
い
服
・
防
寒
着
・
タ
オ
ル
・
ビ

ニ
ー
ル
袋
・
苗
持
ち
帰
り
用
の
ト
レ

イ
ま
た
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
・
ぼ
か
し

持
ち
帰
り
用
の
10
Ｌ
バ
ケ
ツ

申
込
期
限　

３
月
10
日


申
込
先　

お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
実

行
委
員
会　

水
嶋　

☎
・

（
27
）
２
１
３
４

☎
０
９
０
（
５
６
０
０
）
７
５
１
０

　

人
は
不
安
や
孤
独
を
感
じ
悩
ん
で

い
る
時
、
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら

う
こ
と
で
精
神
的
安
定
を
覚
え
、
穏

や
か
な
心
、
生
活
が
取
り
戻
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
上
手
な
聴

き
手
と
し
て
の
「
心
と
能
力
」
を
備

え
た
人
に
な
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

脳
科
学
、
心
理
学
に
根
差
し
た
傾

聴
療
法
を
講
じ
ま
す
。
全
日
程
を
受

講
し
て
課
題
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
、
承
認
を
得
れ
ば
、
準
傾
聴
療
法

士
の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
（
別
途

費
用
）。

日
時　

４
月
４
日

、５
月
９
日

、

６
月
６
日

、
７
月
11
日
　

午
後

０
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場　

さ
ざ
ん
か　

２
階
会
議
室

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

受
講
料　

１
万
２
０
０
０
円（
初
回

全
納
）

申
込
期
限　

３
月
25
日


申
込
先　

▼
野
村　

☎
０
８
０

（
１
６
０
４
）
８
７
６
３
▼
石
山　

☎
０
９
０
（
１
８
６
８
）
５
７
１
１

　
「
聞
く
」
体
験
を
通
し
て
、
生
活

に
役
立
つ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
び

ま
す
。
全
日
本
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協

議
会
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
道
も

開
か
れ
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
〜
９
月
（
月
・
金
）
午

後
７
時
〜
午
後
９
時
30
分（
全
15
回
）

会
場　

静
岡
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修

セ
ン
タ
ー　

静
波
教
室

対
象　

ど
な
た
で
も

コ
ー
ス　

入
門
、
基
礎
、
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー

定
員

10
人
程
度

参
加
費　

▼
入
門
＝
６
０
０
０
円

▼
基
礎
＝
２
万
８
０
０
０
円

申
込
先　

静
波
教
室　

中
川

☎
（
22
）
４
５
２
４

お
知
ら
せ

　

傍
聴
席
を
50
席
用
意
し
て
い
ま

す
。
議
案
書
と
予
算
書
が
閲
覧
で
き

ま
す
。

日
程　

▼
２
月
25
日

＝
提
案
説
明

▼
３
月
５
日

＝
通
告
質
疑
・
委
員

会
付
託
▼
３
月
９
日

・
10
日

＝

一
般
質
問
▼
３
月
12
日

・
13
日

・

16
日

＝
当
初
予
算
連
合
審
査
▼
３

月
17
日

＝
付
託
議
案
審
査
▼
３
月

24
日

＝
採
決

会
場　

相
良
庁
舎
４
階　

議
場

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局　

北
原

☎
（
53
）
２
６
５
０

　

牧
之
原
市
坂
部
財
産
区
議
会
議
員

の
任
期
が
、
令
和
２
年
４
月
20
日
に

満
了
と
な
る
た
め
、
選
挙
が
次
の
と

お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

﹇
立
候
補
予
定
者
説
明
会
﹈

日
時　

２
月
26
日
　

午
後
２
時
〜

会
場　

坂
部
区
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

﹇
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）﹈

日
時　

３
月
24
日
　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

会
場　

榛
原
庁
舎
４
階
会
議
室

﹇
投
票
日
﹈

日
時　

３
月
29
日
　

午
前
７
時
〜

午
後
８
時

投
票
所　

坂
部
区
民
セ
ン
タ
ー

﹇
期
日
前
投
票
﹈

日
時　

３
月
25
日

〜
28
日
　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

会
場　

坂
部
区
民
セ
ン
タ
ー

＊
立
候
補
者
が
定
員
を
超
え
な
い
場

合
は
、
無
投
票
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
（
23
）
０
０
５
０

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
「
青
農
地

の
除
外
・
編
入
」
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

　

青
農
地
を
除
外
し
て
住
宅
・
店
舗
・

工
場
な
ど
農
地
以
外
の
利
用
を
計
画

し
て
い
る
人
や
、
土
地
改
良
事
業
実

施
の
た
め
に
青
農
地
へ
の
編
入
を
計

画
し
て
い
る
人
は
、
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

除
外
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
農
業
振
興

地
域
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
審
査

を
行
う
た
め
、
要
望
に
お
応
え
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
２
日

〜
４
月
30

日

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

＊
相
談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課　

加
藤

☎
（
53
）
２
６
１
８

　

牧
福
会
（
市
役
所
内
福
祉
有
資
格

者
グ
ル
ー
プ
）
で
は
、
相
談
会
を
開

催
し
、
病
気
や
障
害
、
介
護
や
子
育

て
、
生
活
困
窮
な
ど
福
祉
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

３
月
14
日
　

午
後
１
時
〜

午
後
４
時

会
場　

さ
ざ
ん
か　

２
階
相
談
室

対
象　

市
内
在
住
の
人

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課　

大

窪
・
進
藤　

☎
（
23
）
０
０
７
２

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
自
分
の
家

庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
理

解
で
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が

「
里
親
」
で
す
。

　
「
里
親
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
」「
里
親
に
な
り
た
い
」
と
い
う

人
を
対
象
に
里
親
相
談
会
を
開
催

し
、
制
度
や
申
請
な
ど
里
親
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

３
月
３
日
　

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

さ
ざ
ん
か　
　

相
談
室
１

対
象　

里
親
を
希
望
さ
れ
る
人
、
里

親
制
度
に
興
味
の
あ
る
人

問
い
合
わ
せ　

児
童
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
は
る
か
ぜ

☎
０
５
４
（
６
５
６
）
３
４
５
６

日
時　

３
月
８
日
　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

和
光
館

展
示
内
容　

和
光
館
華
道
教
室
、
手

芸
教
室
の
受
講
生
に
よ
る
作
品
展

示
、一
般
出
展
者
に
よ
る
作
品
展
示
。

お
茶
席
（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

和
光
館　

青
木

☎
（
22
）
０
７
８
５

募　

集

掲
載
期
間　

４
月
〜
令
和
３
年
３
月

＊
１
カ
月
単
位
で
最
長
12
カ
月
間
申

請
可
能

掲
載
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
下
部
（
広
告
位
置
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
）

対
象　

事
業
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
い
て
い
る
法
人
や
個
人
な
ど

広
告
規
格　

縦
40
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
２
０
ピ
ク
セ
ル　

＊
Ｇ
Ｉ
Ｆ
、
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
で
容
量
４
Ｋ
Ｂ
以
下

申
込
方
法　

情
報
交
流
課
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
広
報
原
稿
と
会
社
概
要

な
ど
を
添
え
て
申
し
込
む
。

定
数

12
件

広
告
料　

一
枠
８
０
０
０
円（
月
額
）

申
込
期
限　

２
月
17
日

〜
３
月
19

日
　

＊
期
間
終
了
後
に
掲
載
枠
が

残
っ
て
い
る
場
合
は
随
時
募
集

申
込
先　

情
報
交
流
課　

大
石

☎
（
23
）
０
０
４
０

　

脳
ト
レ
教
室
は
、
65
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
簡
単
な
読
み
書
き
・
計

算
の
学
習
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
座
談
）
を
行
う
認
知
症
予
防
教
室

で
す
。

　

学
習
の
丸
つ
け
、
座
談
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
教
室
を
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

託
児
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
子
育

て
世
代
の
人
も
ぜ
ひ
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

５
月
７
日

〜
９
月
24
日


の
午
前
中（
月
２
回
な
ど
調
整
可
能
）

会
場　

相
良
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

▼
64
歳
以
下
の
人
▼
事
前

研
修
に
参
加
で
き
る
人
（
研
修
予
定

日
時
＝
４
月
23
日

の
午
前
中
、
４

月
30
日

の
午
前
中
）
▼
月
２
回
程

度
教
室
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人

謝
礼　

１
回
１
０
０
０
円
（
託
児
利

用
の
場
合
は
１
回
５
０
０
円
）

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む
。（
受
付
時
間
＝
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）

申
込
期
限　

３
月
31
日


申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進

課　

山
村　

☎
（
23
）
０
０
２
４

　

水
道
課
で
は
、「
牧
之
原
市
水
道

事
業
経
営
戦
略
（
案
）」
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
意
見
を
参
考

に
最
終
案
を
作
成
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
２
月
17
日

以
降
の
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

期
間　

２
月
17
日

〜
３
月
17
日


（
30
日
間
）

対
象　

▼
牧
之
原
市
水
道
事
業
の
給

水
区
域
の
人
（
法
人
・
団
体
を
含
む
）

▼
牧
之
原
市
水
道
事
業
の
給
水
区
域

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

意
見
提
出
方
法　

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
直
接
持
参
・
郵
送
の
い
ず
れ

か
に
よ
り
提
出
す
る
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
課　

渥
美

☎
（
23
）
０
０
８
１　

﹇
自
衛
官
候
補
生
﹈

　

自
衛
官
と
し
て
最
も
一
般
的
で
、

曹
お
よ
び
幹
部
へ
の
道
も
開
か
れ
た

コ
ー
ス
。
２
〜
３
年
を
一
任
期
と
し

て
勤
務
し
ま
す
。

試
験
日　

３
月
25
日
　

＊
試
験
日

は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

３
月
６
日

〜
19
日


申
込
方
法　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
藤
枝
地
域
事

務
所

☎
０
５
４
（
６
４
３
）
６
３
９
１

募
集
職
種
・
勤
務
時
間
帯　

▼
看
護

師
＝
日
勤
・
準
夜
・
深
夜
▼
薬
剤
師

＝
日
勤
・
早
番
・
遅
番
▼
作
業
療
法

士
＝
日
勤
▼
介
護
福
祉
士
＝
日
勤
・

準
夜
・
深
夜
▼
看
護
補
助
者
＝
日
勤
・

準
夜
・
深
夜
▼
事
務
員
（
医
師
事
務

作
業
補
助
者
）＝
日
勤
▼
事
務
員（
検

診
セ
ン
タ
ー
）
＝
日
勤

＊
事
務
員（
医
師
事
務
作
業
補
助
者
）

は
４
月
採
用
。
他
職
種
に
つ
い
て
は

随
時
採
用
。

申
込
方
法　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

榛
原
総
合
病
院　

総

務
課　

片
瀬　

☎
（
22
）
１
１
３
１

　

看
護
学
生
を
対
象
と
し
た
病
院
見

学
や
実
習
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

３
月
24
日

〜
26
日
　

午

前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場　

榛
原
総
合
病
院

対
象　

看
護
学
生

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
込
先　

榛
原
総
合
病
院　

総
務
課

片
瀬　

☎
（
22
）
１
１
３
１

開
催
日
時　

４
月
〜
令
和
３
年
３
月

ま
で
の
期
間
で
不
定
期
開
催
（
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）　

＊
全
25
回

（
郊
外
ウ
ォ
ー
ク
、
座
学
を
含
む
）

＊
第
1
回
目
（
開
校
式
＆
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
）
は
４
月
13
日

の
午
前
９
時

か
ら
開
催
し
ま
す
。
会
場
・
受
付
は

相
良
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
す
。

コ
ー
ス　

市
内
お
よ
び
市
外
コ
ー
ス

（
５
〜
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

対
象　

原
則
と
し
て
市
内
在
住
で
、

年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る
成
人
男

女申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

参
加
費　

年
額
３
５
０
０
円

申
込
先　

市
体
育
協
会
▼
ぐ
り
ん
ぱ

る　

☎
（
22
）
８
８
９
９
▼
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー　

☎（
52
）４
６
０
０

　

５
月
９
日

に
開
催
さ
れ
る

「
２
０
２
０
さ
が
ら
海
上
花
火
大
会
」

に
お
い
て
、
花
火
打
ち
上
げ
前
に
開

催
す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
場

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

５
月
９
日
　

午
後
５
時
〜

午
後
７
時

会
場　

さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
中
央

募
集
内
容　

ダ
ン
ス
・
歌
唱
・
お
笑

い
な
ど
６
団
体（
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　

３
月
15
日


申
込
先　

ま
き
の
は
ら
産
業
・
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー　

栗
田

☎
（
22
）
５
６
０
０

　
「
２
０
２
０
さ
が
ら
海
上
花
火
大

会
」
に
お
い
て
、
２
０
２
０
発
の
海

上
花
火
と
共
に
打
ち
上
げ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
花
火
（
願
い
花
火
、
弔
い
花

火
、
初
節
句
祝
い
花
火
な
ど
）
を
募

集
し
ま
す
。

日
時　

５
月
９
日
　

午
後
７
時
〜

午
後
８
時
15
分

会
場　

さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
中
央

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

花
火
代　

１
万
円
〜

申
込
期
限　

３
月
15
日


申
込
先　

ま
き
の
は
ら
産
業
・
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー　

栗
田

☎
（
22
）
５
６
０
０

開
催
日
時　

３
月
29
日
　

午
前
10

時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

会
場　

さ
が
ら
子
生
れ
温
泉
会
館　

芝
生
広
場

出
店
内
容　

食
べ
物
は
不
可

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。（
先

着
15
ブ
ー
ス
）

出
店
料　

無
料　

申
込
先　

さ
が
ら
子
生
れ
温
泉
会
館

村
松　

☎
（
54
）
１
１
２
６

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
料

公
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

「
な
り
た
い
自
分
に
な
れ

る
道
」
自
衛
官
募
集
案
内

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出

店
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

榛
原
総
合
病
院
で
は
職
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

牧
之
原
市
坂
部
財
産
区
議

会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
講

習
会
へ
の
参
加
者
を
募
集

里
親
制
度
な
ど
に
関
心
が

あ
る
人
の
相
談
会
を
開
催

令
和
２
年
度
「
歩ほ

っ

友と
も

ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
の
会
員
募
集

さ
が
ら
海
上
花
火
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
出
場
者
募
集

さ
が
ら
海
上
花
火
メ
ッ
セ

ー
ジ
花
火
の
希
望
者
募
集

榛
原
総
合
病
院
で
春
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催

あ
な
た
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

第
24
回
和
光
祭
で
華
道
・

手
芸
な
ど
の
作
品
を
展
示

傾
聴
療
法
士
養
成
講
座
へ

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

市
議
会
２
月
定
例
会
開
催

誰
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す

脳
ト
レ
教
室
の
お
手
伝
い

を
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

水
道
事
業
経
営
戦
略（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

青
農
地
の
除
外
・
編
入
の

受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す

牧
福
会
に
よ
る
福
祉
に
関

す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
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（
杉す

ぎ

浦う
ら

久ひ
さ

喜よ
し

）、
ピ
ア
ノ
（
久く

米め

涼り
ょ
う

子こ

）
▼
第
２
部
＝
器
楽
演
奏
（
意
次

侯
時
代
の
西
洋
音
楽
）　

掛
川
市
民

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
室
内
楽
団
▼
第
３
部

＝
ソ
プ
ラ
ノ
・
テ
ノ
ー
ル
独
唱
（
意

次
侯
に
寄
せ
て
）　

歌
（
杉
浦
久
喜
、

増ま
す

田だ

直な
お

世よ

）、
ピ
ア
ノ
（
久
米
涼
子
）

入
場
料　

１
０
０
０
円
（
な
る
べ
く

事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
を
お
求
め
く
だ
さ

い
）　

＊
当
日
券
あ
り
。
幼
児
・
小

中
高
生
は
無
料
。

問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売

優ゆ
う

音ね

の
会　

増
田

☎
０
９
０
（
８
７
３
７
）
９
５
７
２
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困りごと・悩みごと相談 Consultation

３月の相談

静岡牧之原茶マスコット
チャーフィン

３月の相談日です。

日々の生活の中で、誰かに相談したいと思っていること

や疑問に感じていることはありませんか。

そんなあなたからの声に応えるための各種無料相談窓口

を紹介します。

秘密は厳守されますので、ひとりで解決しようとせず、

まずは相談してみてはいかがですか。

＊市民相談センターは、市役所榛原庁舎北側の就業改善センター２階にあります。

＊職員や来庁者など、他人に会うことなく入ることができます

市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口水道課入り口水道課入り口

入り口入り口入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

会
館
棟

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

　税の無料相談

　心配ごと相談

　一般相談

日常生活の中での困りごとや悩み、
分からないことなどの相談を受け
付けます。困ったらまずは相談を。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

日常生活から起こる家庭問題や金
銭貸借などの紛争を解決。司法書
士が対応します。

期日　３月11日・25日
時間　９：00～11：30
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

　消費生活相談

税務・会計など税に関するあらゆ
る相談に無料で応じます。
事前予約が必要となります。

期日　３月18日
時間　13：30～15：30
会場　市民相談センター
問東海税理士会島田支部　☎ 05476575

契約トラブルや消費者金融、多重
債務、商品苦情など、消費や契約
に関する相談を受け付けます。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

女性相談

女性の抱えるさまざまな悩みを、
女性相談員が一緒に考え、解決の
糸口を探すお手伝いを電話や面接
にて対応します。
期日　月・火・水・金曜日
時間　９：15～16：00
会場　さざんか
問家庭児童相談室　 ☎㉓0083

介護相談

介護する人たちを支えるため、相
談・支援体制を整えています。
期日　月曜日～金曜日
　　　＊祝日を除く。
時間　９：00～17：00
　　　（水曜日は19時まで）
会場　さざんか
問長寿介護課　☎㉓0076

巡回交通事故相談

県交通事故相談所の専門相談員が、
交通事故に関する相談に応じます。
事前予約が必要となります。

期日　３月10日
時間　10：00～15：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　 ☎㉓0088

暮らしなんでも無料相談

日常生活でのトラブルや悩みごと、
困ったことなどの相談を受け付け
ています。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～17：00

問相談ダイヤル　☎054(646)6055

　法律相談（先着８人）

相続や遺産分割、離婚、多重債務
や債務整理などの法律解釈や手続
き、人権に関する相談などを無料
で受け付けます。弁護士、行政相
談員、人権擁護委員が１回30分で
対応します。
相談時には、参考となる書類など
を持参してください。
相談を受けるには、当日電話予約
が必要です。

期日　３月４日・18日
時間　10：00～ 12：00
　　　13：00～ 15：00
会場　市民相談センター
予約　８：30～
　　　当日電話予約のみ

問市民相談センター　☎0088

　行政相談

行政相談委員が、行政に対する苦
情や要望などの相談を受け付けま
す。

期日　３月４日・18日
時間　10：00～12：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎㉓0088

生活情報

入札結果の公表－12月 管：管理情報課　防：防災課　茶：お茶振興課　建管：建設管理課
建：建設課　水：水道課　　　　問い合わせ　管理情報課　原口　☎0055

工事・委託名 予定価格（税抜） 落札価格（税抜） 落札率 落札業者

管 グループウェア機器リース 76,000円 74,900円 98.55％ ブンテン　＊月額

管 ２トンダンプ購入 4,840,000円 3,850,000円 79.55％ ナカジマ自動車

管 ２トントラック購入 4,130,000円 3,000,000円 72.64％ 日ノ出モータース

防 放射線防護用備蓄食料・資機材購入 14,907,000円 11,900,000円 79.83％ 旭産業

防 放射線防護用備品購入 1,509,000円 1,448,000円 95.96％ 河原崎商事

防 牧之原市洪水ハザードマップ作成更新業務委託 7,267,000円 5,980,000円 82.29％ ニュージェック　静岡事務所

防 牧之原市消防団第10分団落居詰所解体工事 2,104,000円 不落

茶 相良地区漂着堆積稲わら等処理工事 1,960,000円 1,900,000円 96.94％ 野ヶ本建設

建管 市道勝俣12号線舗装修繕工事 21,976,000円 20,800,000円 94.65％ 加藤組

建管 市道黒子静波線舗装修繕工事 11,375,000円 10,950,000円 96.26％ 木下組

建管 市道福岡天王森線側溝修繕工事 4,379,000円 4,140,000円 94.54％ 若杉建設

建 牧之原市無電柱化推進計画策定業務委託 1,636,000円 1,490,000円 91.08％ 不二総合コンサルタント　島田営業所

水 市道細江43号線他旧管撤去工事 5,410,000円 4,900,000円 90.57％ マスダ

水 市道静波49号線他旧管撤去工事 10,170,000円 10,080,000円 99.12％ ㈱アライ

水 市道静波52号線他旧管撤去工事 14,150,000円 13,300,000円 93.99％ 山本水道工業

日
時　

３
月
８
日
　

▼
開
場
＝
午

前
９
時
40
分
▼
開
演
＝
午
前
10
時

（
上
映
後
、
お
楽
し
み
抽
選
会
あ
り
）

会
場　

い
〜
ら

対
象　

市
民
と
そ
の
家
族

内
容　

映
画
「
ボ
ス
・
ベ
イ
ビ
ー
」

定
員　

会
場
の
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り　

＊
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ　

榛
南
地
区
労
働
者
福

祉
協
議
会　

☎
（
28
）
７
８
３
３

　

２
１
４
人
の
解
消
実
績
。
解
消
率

98
％
の
私
た
ち
に
ぜ
ひ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要

で
す
の
で
、
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時　

３
月
３
日

、
18
日
　

午

後
１
時
〜
午
後
４
時

会
場　

さ
ざ
ん
か　

会
議
室
３

対
象　

市
内
在
住
の
小
中
高
生
お
よ

び
社
会
人
と
そ
の
保
護
者

問
い
合
わ
せ　

県
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
１
３
０
４

日
時
・
会
場　

▼
３
月
８
日
　

午

後
１
時
〜
午
後
４
時
＝
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
１
階
大
ホ
ー
ル
「
海
」　

＊
別
日

程
で
西
部
・
東
部
会
場
も
あ
り
。

内
容　

採
用
担
当
者
と
の
個
別
相
談

会
、
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
系

学
校
情
報
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

問
い
合
わ
せ　

県
社
会
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
２
７
１
）
２
１
１
０

　

自
動
車
事
故
の
示
談
を
め
ぐ
る
損

害
賠
償
の
問
題
で
お
困
り
の
人
に
、

セ
ン
タ
ー
の
弁
護
士
が
中
立
・
公
正

な
立
場
で
、
当
事
者
間
の
紛
争
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

弁
護
士
費
用
は
無
料
で
す
。
ま
ず

は
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人　

交

通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
２
５
５
）
５
５
２
８

　

さ
が
ら
子
生
れ
温
泉
会
館
で
は
、

食
堂
だ
け
を
利
用
し
た
い
場
合
、
平

日
限
定
で
、
入
館
料
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。
＊
お
盆
、年
末
年
始
な
ど
繁

忙
期
の
平
日
は
除
く（
都
度
決
定
）。

利
用
方
法　

①
受
付
で
代
表
者
氏

名
、
利
用
人
数
を
伝
え
る
。
②
代
表

者
に
お
渡
し
す
る
入
館
許
可
証
を
首

に
掛
け
て
常
時
着
用
し
、
退
館
時
に

返
却
す
る
。

そ
の
他　

原
則
、食
堂
（
イ
ス
・
テ
ー

ブ
ル
の
あ
る
エ
リ
ア
）
で
、
概
ね
1

時
間
以
内
の
利
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

さ
が
ら
子
生
れ
温
泉

会
館
事
務
所　

☎
（
54
）
１
１
２
６

　

週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
で
連
載
中
の

「D

ド
ク
タ
ー
ス
ト
ー
ン

r.STONE

」
に
登
場
し
た
相
良
油

田
で「
原
油
汲
み
上
げ
と
桜
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容　

４
月
５
日
　

▼
朝

市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＝
午
前
９

時
〜
▼
お
も
ち
つ
き
、
お
も
ち
無
料

サ
ー
ビ
ス
＝
午
前
10
時
〜
▼
原
油
汲

み
上
げ
＝
午
前
11
時
〜
▼
バ
イ
ク
走

行
＝
正
午
〜
▼
油
田
恒
例
じ
ゃ
ん
け

ん
負
け
大
会

会
場　

相
良
油
田
の
里
公
園

問
い
合
わ
せ

相
良
油
田
の
里
資
料

館　

☎
（
87
）
２
５
２
５

日
時　

３
月
29
日
　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分

会
場　

ゆ
う
ゆ
う
ら
ん
ど

内
容　

竹
細
工
づ
く
り
、
飲
食
物
販

売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
縄な

わ

巻ま
き

修お
さ

己み

氏
に
よ
る
現
代
尺
八
、
フ
ォ
ル
ク

ロ
ー
レ
の
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
、
エ
コ

ゼ
リ
ー
を
使
っ
た
生
け
花
体
験
な
ど

＊
駐
車
場
は
日
機
装
第
５
・
６
駐
車

場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
雨
天
の
場
合
、
開
催
内
容
な
ど
が

未
定
の
た
め
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

対
象

市
内
外
ど
な
た
で
も

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

ゆ
う
ゆ
う
ら
ん
ど
さ

く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

マ
ス
ヤ

☎
０
９
０
（
５
８
６
７
）
２
２
５
４

日
時　

３
月
１
日
　

午
後
２
時
〜

（
午
後
１
時
45
分
開
場
）

会
場

い
〜
ら

内
容

田
沼
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年

記
念
企
画
▼
第
１
部
＝
朗
読
と
歌
と

ピ
ア
ノ　

朗
読
（
本も

と

杉す
ぎ

佳よ
し

弘ひ
ろ

）、
歌

第
30
回
親
子
ふ
れ
愛
の
集

い
で
映
画
を
上
映
し
ま
す

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

ほ
っ
と
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
な
コ
ン

サ
ー
ト
〜
音
楽
の
宝
箱
〜

相
良
油
田
の
里
原
油
汲く

み

上
げ
と
桜
ま
つ
り
を
開
催

平
日
限
定
！
入
館
料
無
料

で
食
堂
を
利
用
で
き
ま
す

勝
間
田
「
ゆ
う
ゆ
う
ら
ん

ど
さ
く
ら
ま
つ
り
」
開
催

交
通
事
故
の
補
償
問
題
で

お
困
り
な
ら
無
料
で
相
談

「
福
祉
の
就
職
＆
進
学
フ
ェ

ア
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か



和
２
年
牧
之
原
市
成
人
式
が
１

月
12
日
、
相
良
総
合
セ
ン
タ
ー

「
い
〜
ら
」
で
開
催
さ
れ
、
新
成
人

３
８
２
人
が
出
席
し
て
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。（

）

　

式
典
で
は
、
杉
本
市
長
が
「
牧
之

原
市
で
、
日
本
で
、
あ
る
い
は
世
界

で
活
躍
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
輝
く
人
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。（

）

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
只た

だ

井い

龍り
ゅ
う

哉や

さ
ん
と
森も

り

田た

真ま

礼ひ
ろ

さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
決
意
の
言
葉
を
力
強
く
読
み

上
げ
ま
し
た
。（

）

　

第
１
部
の
最
後
に
、
茶
息
子
・
茶

娘
姿
の
牧
之
原
中
学
校
生
徒
が
、「
牧

之
原
の
お
茶
は
僕
た
ち
の
自
慢
で
す
」

と
牧
之
原
茶
を
Ｐ
Ｒ
し
、
市
長
か
ら

は
、
新
成
人
代
表
の
若わ

か

林ば
や
し

莉り

玖く

さ
ん

と
角つ

の

替が
え

真ま

樹き

さ
ん
に
牧
之
原
茶
と

フ
ィ
ル
タ
ー
イ
ン
ボ
ト
ル
を
贈
呈
し

ま
し
た
。（


）

２
部
で
は
、
中
学
校
時
代
の
校

長
先
生
や
恩
師
が
登
壇
し
、
思

い
出
や
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披

露
。
新
成
人
は
懐
か
し
そ
う
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。（

）
ま
た
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
郷
土
芸

能
「
は
い
ば
ら
太
鼓
」
の
演
奏
で
は
、

成
人
を
迎
え
た
元
メ
ン
バ
ー
も
交
え

た
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。（

）

会
を
務
め
た
榛
原
高
等
学
校

の
生
徒
を
は
じ
め
、
受
付
や

会
場
案
内
な
ど
に
市
内
の
中
高
校
生

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

式
の
運
営
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

（

） 令第司

令和２年

 令和初の牧之原市成人式

　

私
た
ち
は
、
世
間
が
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
と

騒
ぎ
始
め
た
１
９
９
９
年
か
ら
２
０
０
０
年

に
生
ま
れ
、
二
つ
の
町
が
一
つ
に
な
っ
た
牧

之
原
市
で
最
初
の
小
学
校
入
学
を
迎
え
、
令

和
初
の
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

一
人
の
大
人
と
し
て
責
任
を
持
っ
た
行
動
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
育
っ

た
牧
之
原
市
を
こ
れ
か
ら
も
愛
し
、
地
域
活

性
化
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

只
井
龍
哉
さ
ん
（
細
江
区
）

大
学
生

森
田
真
礼
さ
ん
（
片
浜
区
）

大
学
生

　

私
た
ち
新
成
人
は
、
令
和
最
初
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
度
の
新
成
人
と
し
て
誇

り
を
持
ち
、
大
人
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
責
務

を
果
た
し
な
が
ら
、
先
輩
方
と
と
も
に
、
よ

り
よ
い
地
域
社
会
の
創
造
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

牧
之
原
市
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
に
す

る
こ
と
、
そ
し
て
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
若
い
力
に
課
せ
ら
れ
た
こ

れ
か
ら
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
成
人
を
代
表
し
て















成人式の様子を

ダイジェスト版で

公開しています。

ぜひご覧ください。

 YouTubeで公開中！

感謝
と

誓い

20歳の


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▼
表
紙
で
楽
し
そ
う
に
お
菓
子
を

ま
く
園
児
た
ち
。
し
か
し
、
15
分

ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
園
内
は
、
泣

き
声
や
悲
鳴
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
突
如
現
れ
た
赤
・
緑
・
青
の

３
匹
の
鬼
か
ら
逃
げ
惑
う
子
、
泣

き
な
が
ら
も
立
ち
向
か
お
う
と
す

る
子
、
固
ま
っ
て
動
け
な
く
な
る

子
―
▼
も
っ
と
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

豆
ま
き
会
を
想
像
し
て
い
た
私

も
、
そ
の
鬼
の
迫
力
に
少
し
動
揺

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
、
ひ

と
き
わ
体
格
の
良
い
緑
鬼
の
迫
力

は
、
私
が
園
児
だ
っ
た
ら
間
違
い

な
く
泣
き
叫
ん
で
い
た
と
思
い
ま

す
。
ト
ラ
ウ
マ
に
な
ら
な
い
か
心

配
し
ま
し
た
が
、
何
事
も
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
お
菓
子
ま
き
を
楽

し
む
子
た
ち
を
見
て
安
心
し
ま
し

た
▼
１
月
末
に
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
市
の
公
式
Ｈホ

ー
ム

Ｐペ
ー
ジ

。
ま
だ

準
備
中
で
あ
っ
た
り
不
十
分
な
部

分
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
よ

り
良
い
Ｈ
Ｐ
に
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
使
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

 

宏

輝け!未来

大
石　

涼
華
さ
ん

お
お
い
し
・
す
ず
か　
　
　

牧
之
原
小
６
年　
　

牧
之
原
区

お客さんを喜ばせられる美容師になる！
努力し続けることを心がけていきたい
私の夢は美容師になることです。なぜなら、美容師さんはいつも私の髪型

を理想の髪型にしてくれるからです。この職業には、気遣いや忍耐力が必

要だと思っています。これから、親切な行動や一つの目標に向かって努力

し続けることを心がけていきたいです。そして、私も多くのお客さんの理

想を叶えて、お客さんを喜ばせることのできる美容師になります。
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